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７１人巣立つ！
１３日（金）に、第５２回卒業証書授与式を行いました。

今年の卒業生は７１人です。狩野市議会議員を初め多く

の来賓の皆様、保護者の皆様のご臨席のもと、盛大に行わ

れました。

式では、証書授与、式辞、祝辞、國府田泰希君の送辞の

後、遠藤和奏さんが「これからも人との出会いを大切に、

そして、いつでも『ありがとう』と素直に言える人になれ

るよう日々感謝の気持ちを忘れずに生活していきます。」と

答辞を述べました

式歌は本校独特の対面式で、卒業生も在校生も最後の合

唱を精一杯歌い上げ、感謝の気持ちとこれからの生活への

決意をを示し合いました。

平成２６年度生徒会功労賞

★生徒会本部役員★
大榊やよい 遠藤 和奏 大友 佑記
正木 翔馬 長谷川秀宣 合津 百香
髙木 朋愛

★週番委員会★
渡辺ひびき 小川 寬華

★放送委員会★
内野 沙耶 佐藤 邦晃 草野 正智

★保健委員会★
松本 理希 鈴木 晴裕

★図書委員会★
星 安奈

★給食委員会★
片寄 晴香 佐藤 早 長塩 太樹

★ＪＲＣ委員会★
根本 新太 根本 雅也 井戸川 剛

★美化委員会★
中野 新

平成２６年度皆勤賞

小川 寬華 佐藤 早

田久 麻弥 大平 怜奈

鈴木 晴裕 坂本 尚希

有賀日菜乃 井戸川 剛

鈴木 智 斎藤 優子

合津 百香 以上１１名

生徒会功労賞は、生徒会活動の発展

に寄与した生徒に与えられます。

生徒会活動は、毎日の学校生活を不

自由なく､安全に充実して過ごす上で､

とても大切な役割を持っており、表彰

された生徒たちは、責任を果たし、大

きな貢献をしてくれました。

皆勤賞は、３年間無欠席の生徒に与

えるものです。「無事これ名馬」といわ

れるように、何事も続け通すことは大

変なことであり、それだけに価値ある

賞だと言えます。



２月２６日（木）に第２回の学校評議員会を行い、４

人の評議員の方が出席しました。

これまでは授業参観後、校長室で今年度の学校教育の

取り組み、成果と課題等を報告し､それに対してご意見を

いただくという形式でしたが、今回は、生徒の声を聴い

ていただく機会を設けたいと考え、生徒との会食及び懇

談の場も設定しました。

会食に臨んだ生徒たちは、生徒会役員と全学級の委員

長、副委員長です。初めはぎこちなかったのですが、会

食が進むにつれ、打ち解けて会話が弾むようになってき

ました。懇談は、あらかじめ学校生活や家庭生活、将来の夢など、テーマを決めていましたので、

それにそって行われました。評議員の方々からは、「直接、生徒たちの声が聞けて良かった。」「学

校生活を楽しんでいる様子が分かった。」など、好評でした。生徒との会食・懇談後は、５校時の

授業の様子を参観していただき、校長室で通常の懇談を行い、終了しました。来年度以降も、より

学校を知ってもらう工夫をしていきたいと考えています。

学校評議員、生徒と会食・懇談

県立高校Ⅰ期・Ⅱ期選抜合格発表
３月１６日の正午から発表が行われました。

本校ではⅡ期に２７人の生徒が挑みました。

全員合格とはいきませんでしたが、多くの生徒

が合格証を手に学校にあいさつに見えました。

今回でほとんどの生徒の進路が決まりまし

た。入学の目的を忘れずに、充実した高校生活

を送ってほしいと思います。

なお、県立高校Ⅲ期選抜は、

１７～１８日出願、１９日出願

先変更、２３日面接等、２４日

発表の予定で行われます。

感謝の気持ちで生きよう！
卒業式の式辞で、私が話したことは「感

謝」についてです。これは祝辞

でも答辞でも話されていました。

これからの自立への道は、い

ろいろな障害、問題にぶつかる

でしょうが、それを受け止める心の持ちよ

うで、人生は大きく変わっていきます。

不満な気持ちで受け止めがちですが､こ

れを感謝の気持ちで受け止め、その時でき

ることから行動を起こせるようになってほ

しい、そんな願いを持って話しました。


